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（会員は会費に含まれています。）

■
全
市
連
第
69
回
定
期
総
会
・

東
京
大
会
を
開
催

当
連
盟
は
５
月
20
日
（
月
）、
第
69
回
定
期

総
会
を
東
京
都
江
東
区
の
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21

東
京
で
開
催
し
た
。
会
員
の
出
席
は
、
代
理
出

席
、
委
任
状
等
を
含
め
て
１
４
８
名
。
来
賓
と

し
て
林
野
庁
小
坂
善
太
郎
次
長
、
日
本
林
業
協

会
島
田
泰
助
会
長
、
全
国
木
材
組
合
連
合
会
田

口
護
常
務
理
事
、
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン

タ
ー
古
久
保
英
嗣
理
事
長
、
日
本
木
材
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー
篠
田
幸
昌
理
事
長
ほ
か
多
く
の

方
々
に
ご
出
席
頂
い
た
。
大
会
で
は
全
市
連
会

長
功
労
者
表
彰
状
の
贈
呈
の
ほ
か
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
、
同
決
算
が
決
議
さ
れ
た
。
役
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
新
役
員
の
選
任
を
行
い
、

守
屋
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。
次
期
定
期
総
会
は

来
年
大
阪
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
大
会

宣
言
を
採
択
し
た
。

【
開
会
宣
言
・
開
会
の
挨
拶
】

市
川
英
治
副
会
長
（
関
東
支
部
長
、
東
京
木

材
市
場
（
株
））
が
、
昨
年
の
総
会
以
降
の
会

員
関
係
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
定
期
総
会
の

開
会
を
宣
言
し
た
。

守
屋
会
長
は
開
会
挨
拶
で
出
席
会
員
及
び
来

賓
へ
の
謝
意
、
東
京
市
場
協
会
の
協
力
へ
の
謝

意
、
表
彰
者
へ
の
祝
辞
を
述
べ
「
円
安
が
経
済

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
為
替
差
益
も
あ

り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
安
定
し
て
い
く
の
か
注

視
し
て
い
る
。
円
安
の
関
連
で
は
２
×
４
材
を

国
産
で
作
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
５
ｍ
以

上
の
長
さ
の
材
を
供
給
す
る
に
は
山
元
段
階
で

い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ
る
。
来
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
改
正
建
築
基
準
法
に
お
い
て
４
号
特
例
が

見
直
さ
れ
る
が
、
地
震
災
害
を
考
え
る
と
や
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
の
勉
強
も
必
要
に

な
る
。

本
日
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
稲
山
先
生
に

講
演
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
木
材
市
場
の

先
に
あ
る
工
務
店
や
建
設
会
社
へ
の
木
材
供
給

を
頭
に
描
き
な
が
ら
お
話
を
聞
い
て
意
見
交
換

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
花
粉
症
対
策
の
関
連
で

は
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
は
劣
性
遺
伝
子
な
の
で

苗
木
を
育
て
る
の
が
難
し
い
と
聞
い
た
。
こ
の

よ
う
な
苗
木
の
生
産
・
供
給
を
確
保
す
る
に
は

し
っ
か
り
と
し
た
植
林
計
画
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
政
府
の
支
援
に
よ
り
非
住
宅
に
木
材
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
応
え

て
木
材
を
供
給
し
て
い
く
上
で
の
課
題
も
出
て

き
て
い
る
。
今
年
度
も
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
木
材
の
安
定
供
給
に
努
め
、
木
造
の
建
築
物

を
増
や
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
す
る
。」
等
と
述
べ
た
。

【
来
賓
祝
辞
】

○
林
野
庁
小
坂
次
長
か
ら
、
第
69
回
定
期
総
会

開
催
へ
祝
辞
、
表
彰
者
へ
の
祝
辞
に
続
き
「
我

が
国
で
は
、
戦
後
先
人
の
手
で
営
々
と
植
え
育

て
ら
れ
た
人
工
林
資
源
の
多
く
が
本
格
的
な
利

用
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
森
林
を
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
で
き
る
。
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
そ
の
後
は
円
安
が
進
行
す
る

な
ど
輸
入
材
が
安
定
的
に
入
っ
て
く
る
と
は
限

ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
川
上
か
ら
川
下
が
一
体

と
な
っ
て
日
本
の
森
林
資
源
を
持
続
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

こ
の
た
め
に
林
野
庁
で
は
森
林
林
業
基
本
計

画
に
基
づ
き
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
と
い
う
総
合

的
な
対
策
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
林
業
・
木

材
産
業
を
成
長
さ
せ
な
が
ら
温
暖
化
対
策
に
貢

献
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
こ
の
取
組
を
進
め
る

に
は
木
材
の
安
定
供
給
の
た
め
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
が
必
要
。
需
要
面
で
は
非
住
宅

へ
の
木
材
利
用
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
や
設
計
の
課
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
木
材
市
場
の
皆
様
は
木
材
流
通

の
要
と
し
て
、
川
上
、
川
中
、
川
下
間
の
効
率

的
で
安
定
的
な
流
通
を
築
く
上
で
不
可
欠
な
存

在
。
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

る
。」
等
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

○
日
本
林
業
協
会
島
田
会
長
か
ら
は
、
第
69
回

定
期
総
会
開
催
へ
祝
辞
、
表
彰
者
へ
の
祝
辞
に

続
い
て
「
最
近
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
国
土
強
靭
化
へ
の
役

割
か
ら
国
民
の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
期
待
や

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
木
材
の
利
用
拡
大
に

関
し
て
は
、「
都
市（
ま
ち
）の
木
造
化
推
進
法
」

に
基
づ
く
国
を
挙
げ
て
の
国
産
木
材
利
用
の
取

組
み
が
加
速
化
し
て
お
り
、
我
々
林
業
界
と
し

守屋会長挨拶

林野庁小坂次長挨拶

会長賞表彰者
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て
は
木
材
を
安
定
供
給
し
て
こ
の
期
待
に
応
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

国
内
林
業
は
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
が
低

下
し
再
造
林
率
が
３
割
と
言
わ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
森
林
の
持
続
性
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
は
関
係
業
界
だ
け
で

な
く
国
民
の
皆
様
、
特
に
需
要
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
日
本
の
林
業
が
今
の
状
況
か
ら
抜
け
出

せ
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。
こ

の
考
え
の
も
と
一
昨
年
、
林
業
・
木
材
団
体
で

共
同
行
動
宣
言
を
発
出
し
た
。
こ
こ
で
挙
げ
た

取
組
を
進
め
る
に
あ
た
り
木
材
市
場
の
価
格
形

成
や
需
給
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
が
一
層
重
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
全
市
連
の
皆
様
は
こ

う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
と
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
温
暖
化
防
止
等
に
寄
与
す
る
木
材
利

用
拡
大
や
品
質
の
確
か
な
木
材
製
品
の
安
定
供

給
体
制
の
整
備
に
取
組
ま
れ
、
日
本
の
林
業
を

支
え
る
た
め
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
等
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

【
議
事
】

議
事
は
鈴
木
善
一
朗
副
会
長
・
東
海
支
部
長

（（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場
）
を
議
長
に
し
て

進
行
。

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
承
認
の
件

令
和
５
年
度
は
、木
材
利
用
促
進
に
向
け
て
、

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
東
京
と
大

阪
に
て
開
催
し
た
ほ
か
、
各
種
の
普
及
活
動
を

実
施
し
た
。
国
産
材
の
需
要
拡
大
、
安
定
供
給

体
制
整
備
に
向
け
て
、全
国
優
良
木
材
展
示
会
、

国
産
材
地
方
展
示
即
売
会
、
国
産
材
需
要
拡
大

製
材
品
特
別
展
示
大
会
、
国
の
補
助
事
業
で
あ

る
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
等
に
取
り
組
ん
だ
。

合
法
証
明
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
事

業
者
の
認
定
を
行
っ
た
。木
材
需
給
動
向
調
査
、

「
原
木
部
会
」
と
「
製
品
部
会
」
を
実
施
し
た
。

林
業
・
木
材
関
係
団
体
と
と
も
に
税
制
改
正

（
軽
油
引
取
税
免
除
の
延
長
等
）
等
の
要
望
を

行
っ
た
。
建
築
基
準
法
改
正
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
改
正
等
に
つ
い
て
会
員
へ
の
情
報
提
供
等

を
行
っ
た
。
福
祉
共
済
事
業
を
実
施
し
た
。

令
和
４
年
度
決
算
は
、
経
常
収
益
計
２
９
、

２
６
７
千
円
余
、
経
常
費
用
計
２
８
、１
７
９

千
円
余
と
な
り
、
当
期
経
常
増
減
額
は
１
、０

８
８
千
円
余
の
減
と
な
っ
た
。

定
款
第
22
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
萩
原
宏
監

事
よ
り
決
算
等
の
内
容
は
適
正
で
あ
る
と
の
監

査
報
告
を
行
い
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
報
告
の
件

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、
３
月
の
理
事

会
で
決
議
済
み
で
あ
り
、
そ
の
概
要
を
報
告
。

第
３
号
議
案
　
令
和
６
年
度
会
費
割
当
て
の
件

令
和
６
年
度
会
費
割
当
て
が
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
　
役
員
改
選
の
件

役
員
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
理
事
・
監
事

が
選
任
さ
れ
、
正
副
会
長
・
支
部
長
等
が
選
任

さ
れ
た
。
守
屋
会
長
が
再
任
さ
れ
、
新
た
に
就

任
し
た
副
会
長
、
支
部
長
は
次
の
通
り
。
副
会

長
・
近
畿
支
部
長
に
菅
生
康
清
氏
（
桜
井
木
材

に
向
け
た
物
価
対
策
を
強
く
要
請
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
、
次
の
事
項
に
積
極
的
に
取
り
組
む

も
の
と
す
る
。

○
大
震
災
・
台
風
等
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
・

再
生
に
向
け
、
地
域
材
の
利
用
拡
大
等
に
取

り
組
も
う
。

○
山
元
に
利
益
を
還
元
で
き
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
等
を
通
じ
て
、
木
材
の
安

定
供
給
と
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
、
海

外
情
勢
の
影
響
を
受
け
に
く
い
木
材
の
需
給

構
造
を
構
築
し
よ
う
。

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
し
よ
う
。

○
都
市
等
に
お
け
る
「
第
２
の
森
林
」
づ
く
り
、

木
の
良
さ
が
伝
わ
る
木
造
化
や
内
装
木
質
化

に
取
り
組
も
う
。

○
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
下
、
合
法
証
明
木
材

及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
証
明
に
つ
い
て
の
信

頼
性
の
維
持
・
向
上
に
取
り
組
も
う
。

○
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
Ｐ
Ｒ
、
需
要
拡
大
及
び
供

給
体
制
整
備
等
に
取
り
組
も
う
。

○
川
上
・
川
下
と
連
携
し
て
、
木
の
良
さ
を
広

め
る
人
材
養
成
に
取
り
組
も
う
。

【
閉
会
の
言
葉
】

樋
口
哲
也
副
会
長
（
四
国
支
部
長
、（
株
）

大
洋
木
材
市
場
）
の
「
地
域
の
木
材
流
通
の
要

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。」
と
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。

■
令
和
5
年
度
全
市
連
功
労
者

会
長
賞
表
彰
者

令
和
５
年
度
の
全
市
連
功
労
者
会
長
賞
表
彰

者
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

○
市
場
関
係
（
36
名
）

峯
島
茂
（（
有
）
福
島
原
木
セ
ン
タ
ー
）、
神

（
協
）
理
事
長
）、
副
会
長
・
四
国
支
部
長
に
二

宮
政
文
氏
（
大
木
坑
木
（
有
）
宇
和
島
出
張
所

所
長
）、
北
陸
支
部
長
に
齋
藤
豊
美
氏
（
福
井

県
木
材
市
売
（
協
）
理
事
長
）、
中
国
支
部
長

に
岡
本
剛
氏（（
株
）岡
山
木
材
相
互
市
場
社
長
）

が
就
任
し
た
。（
役
員
名
簿
別
掲
）

第
５
号
議
案
　
次
回
定
期
総
会
開
催
地
の
決
定

来
年
大
阪
で
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。

大
会
宣
言
の
決
議

安
部
雄
祐　

奥
羽
支
部
長
（（
株
）
山
形
城

南
木
材
市
場
）
よ
り
、
以
下
の
大
会
宣
言
案
を

提
案
し
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

私
た
ち
全
市
連
会
員
は
、
本
日
こ
こ
に
第
69

回
定
期
総
会
・
東
京
大
会
を
開
催
し
た
。

我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
る
な
か
、
皆
伐
・
再
造
林
の
推
進
、
担

い
手
の
育
成
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
整

備
、
木
材
利
用
の
拡
大
が
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
我
が
国
経
済
の
先
行
き
や
木
材
需
給

を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
世
界
経
済
の
不
確
実
性

の
高
ま
り
、
急
激
な
円
安
、
諸
物
価
の
高
騰
な

ど
、
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。木

材
流
通
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
全
市
連
会
員
は
、
経
験
と
実
績
を
活
か

し
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
需
給
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
政
府
に
対
し
、
山

元
に
利
益
を
還
元
で
き
る
よ
う
生
産
・
加
工
・

流
通
対
策
並
び
に
皆
伐
・
再
造
林
対
策
等
の
充

実
・
強
化
や
木
材
利
用
拡
大
対
策
、
消
費
回
復

日本林業協会島田会長挨拶
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永
健
一
（（
株
）
茨
城
木
材
相
互
市
場
）、
鵜
澤

文
人（
千
葉
県
木
材
市
場（
協
））、岡
田
務（（
株
）

東
京
木
材
相
互
市
場
）、
坂
巻
博
（
坂
巻
木
材

工
業
（
東
京
木
材
相
互
市
場
筑
波
銘
木
市
場
所

属
問
屋
））、
白
柳
幸
男
（
白
柳
木
材
株
式
会
社

（
東
京
木
材
相
互
市
場
柏
木
材
セ
ン
タ
ー
所
属

問
屋
））、
山
本
さ
と
み
（（
株
）
東
京
木
材
相

互
市
場
）、
渡
辺
由
美
子
（
ナ
イ
ス
（
株
）
宇

都
宮
市
場
）、
榎
本
晴
紀
（
同　

横
浜
市
場
）、

吉
井
堅
太
郎（
同　

新
潟
市
場
）、竹
内
睦
美（
同　

長
野
市
場
）、
阪
口
俊
（（
株
）
東
海
木
材
相
互

市
場
）、
溝
口
文
久
（
西
垣
林
業
（
株
）
三
重

事
業
所　

美
杉
木
材
市
場
）、山
岸
新
太
郎
（
西

垣
林
業（
株
）三
重
事
業
所　

美
杉
木
材
市
場
）、

葉
廣
哲
也
（
真
庭
木
材
市
売
（
株
））、
中
島
敏

則
（（
株
）
徳
島
中
央
木
材
市
場
）、
名
智
俊
輔

（（
株
）
久
万
木
材
市
場
）、
木
村
惠
一
（
北
九

州
木
材
（
協
）
北
九
州
木
材
市
場
）、
内
山
尚

稔
（
肥
後
木
材
（
株
））、
西
村
智
（
同
）、
松

江
信
治
（
同
）、加
隈
啓
太
（
熊
本
木
材
（
株
））、

後
藤
寿
一
（
同
）、
佐
藤
妙
子
（
同
）、
城
山
正

幸
（
同
）、太
田
亜
由
美
（
同　

上
球
磨
支
店
）、

倉
住
尚
貴
（
同
）、
栗
原
辰
也
（
同
）、
竹
崎
和

博
（
同
）、寺
田
靖
代
（
同
）、橋
口
和
典
（
同
）、

星
原
新
一
郎
（
同
）、
山
中
聖
（
同
）、
太
田
卓

朗
（
同　

八
代
支
店
）、
高
澤
宗
太
（
同
）
竹

本
直
也
（
同
）

○
問
屋
関
係
（
１
名
）

千
田
美
鈴
（
材
惣
木
材
（
株
））

■
改
選
役
員
名
簿

○
会
長
・
東
北
支
部
長　

守
屋
長
光
（（
株
）

仙
台
木
材
市
場
）

○
副
会
長　

関
東
北
支
部
長　

打
越
芳
男

（（
株
）
茨
城
木
材
相
互
市
場
）、
関
東
支
部
長　

市
川
英
治
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））、
東
海
支

材
市
場
）、
小
林
方
之
（（
株
）
福
山
中
央
木
材

市
場
）、
玉
置
雅
敏
（
丸
幸
産
業
（
株
））、
尾

﨑
徳
七
（（
協
）
高
知
県
木
材
市
場
連
盟
）、
樋

口
哲
也
（（
株
）
太
洋
木
材
市
場
）、
伊
東
貴
樹

（（
株
）
伊
万
里
木
材
市
場
）、田
代
洋
典
（（
株
）

長
崎
県
北
木
材
市
場
）、
今
坂
幸
一
（
熊
本
木

材
（
株
））、
安
部
省
祐
（
大
分
県
木
材
（
協
）

連
合
会
）、田
中
昇
吾
（（
株
）
九
州
木
材
市
場
）、

外
山
正
志
（
都
城
地
区
製
材
事
業
（
協
））、
栗

林
一
郎
（
関
東
木
材
セ
ン
タ
ー
協
会
）、
草
野

洋
（（
一
社
）
全
国
木
材
市
売
買
方
組
合
連
盟
）、

田
口
護
（（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
）、

小
山
富
美
男
（（
一
社
）
全
国
素
材
生
産
業
協

同
組
合
連
合
会
）

○
専
務
理
事　

柱
本
修
（（
一
社
）
全
日
本
木

材
市
場
連
盟

○
監
事　

萩
原
宏（
学
識
経
験
者
）、菊
地
實（
東

京
木
材
市
場
（
株
））

【
記
念
講
演
】

稲
山
正
弘　

東
京
大
学
名
誉
教
授
（
ホ
ル
ツ

ス
ト
ラ
１
級
建
築
士
事
務
所
主
宰
）
か
ら
「
在

来
工
法
の
延
長
で
経
済
的
か
つ
魅
力
的
な
中
大

規
模
木
造
を
つ
く
る
―
特
注
金
物
に
頼
ら
ず
木

組
み
と
一
般
流
通
材
に
よ
り
中
大
規
模
木
造
を

つ
く
る
―
」と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

ご
講
演
は
、
低
層
系
中
大
規
模
木
造
の
設
計

上
の
課
題
と
解
決
策
と
し
て
、
○
コ
ス
ト
お
よ

び
材
料
調
達
→ 

一
般
流
通
材
と
プ
レ
カ
ッ
ト

に
よ
る
在
来
工
法
で
、
○
防
耐
火
の
法
規
制
→ 

１
０
０
０
㎡
以
下
に
防
火
区
画
し
一
般
木
造

で
、
○
構
造
計
画
と
構
造
計
算
→ 

耐
力
壁
形

式
と
し
許
容
応
力
度
計
算
ソ
フ
ト
で
、
○
設
計

手
間
の
省
力
化
→ 
標
準
仕
様
に
も
と
づ
く
設

計
ツ
ー
ル
の
活
用
の
４
つ
の
項
目
を
中
心
と
し

た
構
成
。
学
校
校
舎
、
体
育
館
、
道
の
駅
、
産

直
販
売
所
、
自
治
体
庁
舎
、
企
業
の
社
屋
等
の

部
長　

鈴
木
善
一
朗
（（
株
）
東
海
木
材
相
互

市
場
）、
近
畿
支
部
長　

菅
生
康
清
（
桜
井
木

材
（
協
））、
四
国
支
部
長　

二
宮
政
文
（
大
木

坑
木
（
有
）
宇
和
島
出
張
所
）、
九
州
支
部
長　

多
田
啓
（（
株
）
ア
サ
モ
ク
）

○
理
事
（
支
部
長
）
奥
羽
支
部
長　

安
部
雄
祐

（（
株
）
山
形
城
南
木
材
市
場
）、
北
陸
支
部
長　

齋
藤
豊
美
（
福
井
県
木
材
市
売
（
協
））、
中
国

支
部
長　

岡
本
剛（（
株
）岡
山
木
材
相
互
市
場
）

○
理
事　

加
賀
谷
雅
治
（
北
海
道
木
材
市
場

（
協
））、
成
田
剛
（
青
森
県
森
林
整
備
事
業

（
協
））、
工
藤
茂
丸
（
秋
田
中
央
木
材
市
場

（
株
））、
鈴
木
賢
二
（
南
東
北
木
材
（
株
））、

安
藤
裕
一（（
株
）ミ
ト
モ
ク
）、金
子
利
雄（（
株
）

宇
都
宮
総
合
木
材
市
場
）、
大
竹
寛
司
（
千
葉

県
木
材
市
場（
協
））、吉
田
貞
裕（（
株
）吉
貞
）、

中
村
司
（
東
京
新
宿
木
材
市
場
（
株
））、
近
藤

藤
嗣
（
新
東
京
木
材
商
業
（
協
））、
西
村
信
洋

（（
株
）
東
京
木
材
相
互
市
場
）、大
島
誠
（（
株
）

東
京
第
一
木
材
市
場
）、
飯
島
義
雄
（
東
京
中

央
木
材
市
場
（
株
））、
青
木
豊
実
（
丸
宇
木
材

市
売
（
株
））、
杉
田
理
之
（
ナ
イ
ス
（
株
））、

伊
藤
元
二
（（
株
）
横
浜
連
合
木
材
）、
須
沼
英

俊（
富
山
県
森
林
組
合
連
合
会
）、勝
野
智
明（
木

曽
官
材
市
売
（
協
））、
吉
田
芳
治
（
岐
阜
県
銘

木
（
協
））、
小
森
淳
史
（（
株
）
東
海
木
材
相

互
市
場
）、
西
垣
貴
文
（
西
垣
林
業
（
株
））、

小
杉
智
一
郎
（（
株
）
東
海
林
材
市
場
）、
中
川

浩
之
（
中
川
林
業
（
株
））、
久
保
覚
（
松
阪
木

材（
株
））、久
我
洋
一（（
株
）関
西
木
材
市
場
）、

伊
藤
正
雄
（（
株
）
大
阪
木
材
相
互
市
場
）、
名

田
健
吾
（
神
戸
木
材
市
売
（
協
））、
貝
本
博
幸

（
奈
良
県
銘
木
（
協
））、
山
下
薫
（
真
庭
木
材

市
売
（
株
））、
豆
原
義
人
（（
株
）
津
山
綜
合

木
材
市
場
）、
石
谷
樹
人
（
石
谷
林
業
（
株
）

智
頭
原
木
市
場
）、
三
吉
庸
善
（（
株
）
出
雲
木

建
築
の
実
例
を
も
と
に
、
豊
富
な
写
真
や
工
法

の
解
説
を
交
え
た
具
体
的
な
説
明
は
大
変
興
味

深
く
、
木
材
市
場
関
係
者
に
と
っ
て
、
一
般
流

通
材
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
と
大
変
勇
気

づ
け
ら
れ
る
内
容
。
参
加
者
は
熱
心
聞
き
入
っ

て
い
た
。

■
東
京
木
材
市
場
が
さ
つ
き
祭

り
開
催

東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市
川
英
治
社
長
）

は
５
月
９
日
、
さ
つ
き
祭
り
を
開
催
し
た
。
本

年
の
さ
つ
き
祭
り
は
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
実

施
す
る
「
第
33
回
森
と
花
の
祭
典
―
み
ど
り
の

感
謝
祭
」
の
協
賛
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
は
、
こ
れ
ま
で
式
典
と

併
催
行
事
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
本
年

は
民
間
団
体
が
行
う
行
事
も
協
賛
行
事
と
位
置

づ
け
、
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
今
年
の
協

賛
行
事
に
は
全
国
で
７
カ
所
の
イ
ベ
ン
ト
が
選

ば
れ
、
東
京
木
材
市
場
の
さ
つ
き
祭
り
は
東
日

本
で
唯
一
の
協
賛
行
事
と
な
っ
た
。

稲山正弘東京大学名誉教授の講演
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せ
り
に
先
立
ち
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
政
策

企
画
部
主
任
矢
島
万
理
氏
に
よ
る
「
国
土
緑
化

運
動
の
歩
み
」
と
題
し
た
協
賛
行
事
特
別
講
演

が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
、
我
が
国
の
森
林
の

荒
廃
の
歴
史
と
戦
後
の
国
土
緑
化
の
取
組
、
緑

の
祭
典
や
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
の
活
動
等
が

紹
介
さ
れ
、
講
演
会
に
は
地
元
の
中
学
校
関
係

者
も
参
加
し
た
。

■
全
市
連
近
畿
支
部
が
大
阪
・

関
西
万
博
大
屋
根
リ
ン
グ
を
見

学全
市
連
近
畿
支
部
（
支
部
長
菅
生
康
清　

桜

井
木
材
（
協
）
理
事
長
）
は
、
５
月
14
日
、
日

本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
会
場
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
屋
根
リ
ン
グ
を
見
学
し

た
。
見
学
会
に
は
菅
生
近
畿
支
部
長
、（
株
）

大
阪
木
材
相
互
市
場
伊
藤
社
長
、（
株
）
関
西

木
材
市
場
藤
本
広
報
渉
外
部
長
ら
が
参
加
し

た
。
会
場
内
は
安
全
管
理
が
厳
し
く
大
屋
根
の

間
近
な
見
学
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
完
成
す

れ
ば
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
物
（
全
周
約
２

㎞
、
最
高
部
で
20
ｍ
に
も
及
ぶ
）
と
な
る
見
通

し
の
そ
の
存
在
感
は
圧
巻
で
一
同
万
博
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。
開
幕
ま
で
１
年
を

切
っ
た
５
月
下
旬
に
は
大
屋
根
の
建
設
が
約
９

割
ま
で
進
み
試
験
点
灯
が
行
わ
れ
、
加
速
度
的

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
万

博
閉
会
後
の
リ
ン
グ
の
木
材
の
再
利
用
方
法
に

つ
い
て
民
間
事
業
者
や
公
的
団
体
等
か
ら
募
集

が
行
わ
れ
、
仮
設
住
宅
、
駅
舎
、
学
生
会
館
、

ト
イ
レ
、
高
速
道
料
金
所
ゲ
ー
ト
、
立
体
公
園
、

福
祉
施
設
、
公
園
と
駅
を
つ
な
ぐ
歩
行
者
デ
ッ

キ
、
自
転
車
道
、
庁
舎
の
内
外
装
、
東
日
本
震

災
復
興
を
象
徴
す
る
駅
周
辺
施
設
、
家
具
、
什

器
備
品
、
ブ
ー
ス
、
ベ
ン
チ
、
自
然
公
園
の
木

道
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
壁
、
学
習
机
等
と
し
て
利

用
す
る
案
や
リ
ン
グ
の
一
部
を
展
望
台
と
し
て

残
す
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

■
国
有
林
野
事
業
の
令
和
6
年

度
主
要
事
業
量

令
和
６
年
度
の
国
有
林
野
事
業
の
主
要
事
業

量
が
公
表
さ
れ
た
。
立
木
販
売
量
は
約
９
１
６

万
㎥
（
令
和
５
年
度
比
１
０
２
％
）、
素
材
販

売
は
約
３
４
３
万
㎥
（
令
和
５
年
度
比
１
０

６
％
）
を
予
定
し
て
い
る
。
花
粉
症
対
策
に
つ

い
て
は
、
都
道
府
県
が
設
定
し
た
「
ス
ギ
人
工

林
伐
採
重
点
区
域
」
を
含
む
市
町
村
に
存
す
る

国
有
林
に
「
重
点
地
区
に
準
じ
た
国
有
林
」（
全

国
で
約
８
万
ha
）
を
設
定
し
、
伐
採
・
植
替
え

を
加
速
化
す
る
。
ま
た
、
立
木
販
売
の
不
調
・

不
落
カ
所
に
お
い
て
森
林
整
備
事
業
に
よ
り
伐

採
・
植
替
え
の
一
貫
作
業
を
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。
苗
木
生
産
者
が
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の

生
産
拡
大
に
取
組
め
る
よ
う
、
需
給
協
定
の
締

結
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

文
明
の
発
展
に
よ
る
森
林
伐
採
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
の
叙
事
詩「
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
」

が
５
０
０
０
年
前
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
。
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
王
は
レ

バ
ノ
ン
杉
の
森
を
守
っ
て
き
た
森
の

神
フ
ン
バ
バ
を
倒
し
森
林
は
開
発
さ

れ
た
。
し
か
し
後
に
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
王
は
森

林
の
破
壊
が
人
間
を
滅
ぼ
す
道
に
通
じ
る
こ
と

に
気
づ
く
。
レ
バ
ノ
ン
杉
は
樹
高
30
メ
ー
ト
ル

に
も
成
長
す
る
巨
木
で
強
度
が
あ
り
、
古
代
か

ら
船
や
神
殿
の
内
装
、
住
宅
等
に
使
わ
れ
た
。

レ
バ
ノ
ン
、
シ
リ
ア
、
ト
ル
コ
の
地
中
海
沿
岸

に
広
く
生
息
し
た
が
、
文
明
の
発
展
と
と
も
に

森
林
は
減
少
し
、
と
き
に
は
レ
バ
ノ
ン
ス
ギ
の

森
林
資
源
を
狙
っ
た
戦
争
ま
で
お
き
た
と
い

う
。
○
先
日
、
新
宿
御
苑
を
歩
い
て
ヒ
マ
ラ
ヤ

ス
ギ
の
林
の
中
に
レ
バ
ノ
ン
ス
ギ
の
大
木
が
混

じ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
両
者
は
非
常
に

近
い
種
で
ど
ち
ら
も
ス
ギ
の
名
が
つ
い
て
い
る

が
マ
ツ
科
の
樹
木
で
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
は

日
本
で
も
公
園
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
お
り
よ
く

見
か
け
る
。
枝
が
斜
め
下
に
伸
び
て
樹
形
が
円

錐
形
に
な
る
大
き
な
木
で
あ
る
。
一
方
、
レ
バ

ノ
ン
ス
ギ
は
非
常
に
珍
し
く
、
な
か
な
か
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
両
者
は
よ
く
似
て
お
り
見

分
け
に
く
い
が
、
見
慣
れ
て
く
る
と
レ
バ
ノ
ン

ス
ギ
の
方
が
葉
が
短
く
、
樹
形
は
枝
が
横
に

は
っ
て
野
性
的
な
感
じ
が
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。
○
家
の
近
く
の
公
園
に
も
ど
ち
ら
か
わ
か

ら
な
い
木
が
あ
り
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
。

見
分
け
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
見
に
行
っ

て
み
た
が
や
は
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
だ
っ
た
。
後

楽
園
駅
か
ら
北
に
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
の
東
京

大
学
小
石
川
植
物
園
に
レ
バ
ノ
ン
ス
ギ
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
見
に
行
こ
う
と
思
う
。

雑 記 帳

矢島万理氏の講演

近畿支部の大屋根リング見学

＜＜参参考考資資料料＞＞ 令和６年度 主要事業量（年度当初）

(注１)令和５年度予定量と令和６年度予定量。
(注２)令和５年度の＜＞書きは実績（速報値）。
(注３)間伐面積は、森林吸収源対策として把握する面積。

(注４)林道には、林業専用道を含む。
(注５)立木販売の販売量は、立木材積であり、官行造林の伐採に係る予定量を含む。
(注６)素材販売の販売量は、丸太材積。

※需給状況により事業量等は変動すること
があり得ます。

区区 分分 令令和和５５年年度度 令令和和６６年年度度
対対前前年年度度比比

（（％％））

人工造林面積(万ha) 0.9 1.0  111 %

下刈り面積(万ha) 4.1 3.1  76 %

間伐面積(万ha) 10.0 10.0 100 %

林道の新設延長(km) 81 52  64 %

販売量(万㎥)

立木販売
897

<256>
916  102 %

素材販売 325 343  106 %


